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「切れ目のない権利擁護体制の推進」
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和
歌
山
大
学
教
育
学
部
付
属
中
学
校
3
年

生
の
皆
さ
ん

こ
の
冊
子
は
、

印
刷
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
優
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
で
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に
合
わ
せ
て
一
緒
に
な
っ
て
笑
う
こ
と
で
、自
然
と
ラ
フ

タ
ー
ヨ
ガ
を
体
験
で
き
る
つ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
笑
い
地
蔵
』に
会
え
る
場
所

　
お
話
の
舞
台
で
あ
る
熊
野
古
道
の
麓
に
、実
際
に『
笑

い
地
蔵
』を
つ
く
る
の
が
私
の
夢
で
す
。

　
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
は
、日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
的
な
コ

ン
テ
ン
ツ
で
す
。„
笑
い
“
と
い
う
共
通
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
世
界
中
の
人
に『
笑
い
地
蔵
』の
お

話
が
広
ま
れ
ば
、そ
れ
が
き
っ
か
け
で
多
く
の
方
が
観

光
に
訪
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
の
際
、訪
れ
た
方
が
笑

顔
に
な
る
よ
う
な『
笑
い
地
蔵
』の
実
物
が
あ
れ
ば
、素

敵
で
す
よ
ね
。

生
活
の
中
に
„
笑
い
“
を

　
楽
し
い
時
も
、悲
し
い
時
も
、「
毎
日
笑
っ
て
生
き
よ

う
。」と
思
う
だ
け
で
気
持
ち
が
明
る
い
方
向
へ
と
変
わ

り
、日
々
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共

に
、今
後
も
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
を
広
め
る
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。

　『
笑
い
地
蔵
』の
紙
芝
居
は
、学
校
や
福
祉
施
設
に
無

料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
右
記
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。心
と
体
が
温
ま
る
紙
芝
居
を
、ぜ
ひ

一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
と
は
、イ
ン
ド
発
祥
の
笑
い
と
深
呼
吸

を
組
み
合
わ
せ
た
体
操
で
、笑
う
こ
と
で
多
く
の
酸
素
を

体
に
取
り
入
れ
、心
身
共
に
健
康
へ
と
導
く
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　
今
回
は
、N
P
O
法
人
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
指

導
者
と
し
て
県
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
藤
島
壽
子
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

紙
芝
居
を
通
し
て
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
を
体
験

　
私
が
所
属
す
る
同
法
人
和
歌
山
支
部
は
、現
在
約
20
人

程
度
で
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
を
広
め
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。人
と
人
と
の
接
触
が
制
限
さ
れ
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、„
笑
う
“
こ
と
の
大
切
さ
を
再
確
認
、よ
り
一
層
活

動
に
励
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、こ
の
度
、よ
り
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
ラ
フ
タ

ー
ヨ
ガ
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
、紙
芝
居
を
制
作
し
ま

し
た
。ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
を
募
り
、多
く

の
ご
支
援
を
得
て
紙
芝
居『
笑
い
地
蔵
』が
完
成
。私
が
原

作
を
担
当
し
、「
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
」な
ど
で
有
名
な

杉
井
ギ
サ
ブ
ロ
ー
さ
ん
に
作
画
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
紙
芝
居
は
高
野
・
熊
野
を
舞
台
に
、主
役
の
地
蔵
の
他
、

ウ
サ
ギ
や
キ
ツ
ネ
と
い
っ
た
森
の
動
物
た
ち
が
声
を
合
わ

せ
て
笑
う
場
面
が
た
く
さ
ん
あ
り
、聞
き
手
の
方
は
彼
ら

　このコーナーでは地域のふくしを支え

る宝物（人・物・笑顔）を紹介します。
トレジャー

笑い地蔵で
みんなを笑顔に

住 所
T E L

：和歌山市太田2丁目8番21
：090ｰ2359ｰ7921

NPO法人ラフターヨガ・ジャパン

藤島　壽子さん
ふじしま ひさ  こ

地域の宝物見つけた!!

～「ふくし」は「 ふ だんの く らしの し あわせ」～

令
和
４
年
度

助
成
申
請
の
ご
案
内 

info@akaihane-wakayama.or.jpメール https://www.akaihane-wakayama.or.jp/Ｈ Ｐ

社会福祉法人
和歌山県共同募金会
〒640-8319
和歌山市手平２丁目１-２
県民交流プラザ
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お問合せ先 　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、県
内
の
福
祉

施
設
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
や
、地
域

福
祉
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
団
体
を
支

援
す
る
た
め
、令
和
5
年
度
に
実
施
す
る

社
会
福
祉
及
び
更
生
保
護
に
係
る
事
業
を

対
象
と
し
た
助
成
の
申
請
を
受
付
け
し
ま

す
。

■
助
成
テ
ー
マ

　
●
子
ど
も
の
支
援

　
●
安
心
・
安
全
へ
の
支
援

　
●
障
が
い
者
の
支
援

　
●
孤
立
の
防
止
支
援
な
ど

■
助
成
対
象

　
●
社
会
福
祉
法
人

　
●
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
●
そ
の
他
地
域
福
祉
活
動
や
、更
生
保

護
事
業
を
実
施
す
る
団
体
な
ど

■
申
請
先

　

　
和
歌
山
県
共
同
募
金
会

◆
申
請
受
付
期
間

　
令
和
4
年
8
月
1
日
㈪
〜
9
月
30
日
㈮

　
当
日
消
印
有
効

詳
細
は
、ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

※

助
成
先
は
、緊
急
性
・
必
要
性
を
考
慮
し

決
定
い
た
し
ま
す
。

共
同
募
金
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
令
和
4
年
7
月
本
会
に
和
歌
山
大

学
教
育
学
部
付
属
中
学
校
か
ら
4
名
の

方
が
授
業
の
一
環
と
し
て
共
同
募
金
会

に
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

学
習
を
す
る
中
で
、「
飢
餓
」に
つ
い
て

調
べ
て
い
て「
募
金
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
に
着
目
。そ
れ
で
本
会
に
来
て
下
さ

っ
た
と
の
こ
と
。事
前
に
色
々
な
質
問

を
準
備
し
て
、と
て
も
熱
心
に
話
を
聞

い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

自
ら
課
題
を
見
つ
け
、自
ら
学
び
、自
ら

考
え
、主
体
的
に
判
断
し
て
、問
題
を
解

決
で
き
る
力
を
育
む
た
め
の
取
組
だ
そ

う
で
す
。共
同
募
金
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実

現
に
向
け
て
数
多
く
の
項
目
で
支
援
を

さ
せ
て
頂
い
て
い
る
こ
と
を
お
話
し
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。共
同
募
金
に「
関

心
」を
持
っ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！

す
ぎ 

い

・ 苦情解決のツボ
・ 令和4年度ふれあい作品展作品募集のご案内
・ 社協が行う相談支援
・ 地域福祉活動紹介　九度山町社会福祉協議会
・ 情報案内コーナー

4
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・ 情報案内コーナー
・ 　　　　　 トレジャー
・ 赤い羽根共同募金
ふ く し

7
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令
和
４
年
３
月
、国
に
お
い
て
は
第
二
期
成

年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
が
閣
議
決

定
さ
れ
、担
い
手
の
確
保
・
育
成
等
の
推
進
や

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、「
権
利
擁
護

支
援
」を
本
人
を
中
心
と
し
た
支
援
・
活
動
の

共
通
基
盤
と
し
て
位
置
づ
け
、権
利
擁
護
支
援

の
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
層
の
充
実
な

ど
、成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
の
取
組
を
さ
ら

に
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
司
令
塔
と
な
る
中
核
機
関（※

２
）の

本
県
に
お
け
る
設
置
状
況
は
、令
和
４
年
６
月

１
日
現
在
、９
市
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、各
地
域
に
お
け
る
相
談
窓
口
の
体
制
を

整
え
、分
か
り
や
す
く
広
報
し
、本
人
へ
の
適

切
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
今
年
度
、本
県
で
は
、成
年
後
見
制
度
市
町

村
長
申
立
研
修
会
や
各
圏
域
で
の
制
度
利
用

促
進
に
か
か
る
意
見
交
換
会
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、市
町
村
が
抱
え
る
課
題
に
対
し
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
弁
護
士
、司
法
書
士
、社
会
福

祉
士
等
）を
派
遣
し
、市
町
村
の
体
制
整
備
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の
日
常
生
活
の

支
援
に
は
、問
題
が
深
刻
化
す
る
前
に
早
期
発

見
に
努
め
る
取
組
が
必
要
で
す
。

　
例
え
ば
、サ
ロ
ン
活
動
・
会
食
・
配
食
・
移
送

サ
ー
ビ
ス
等
の
具
体
的
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
実
施
を
強
化
す
る
中
で
の
見
守
り
や
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、自
治
会
な
ど
に
よ
る
地

域
で
の
見
守
り
は
、今
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

更
に
強
化
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、困
り
事
が
発
見
さ
れ
た
と
し
て
も
、

住
民
の
気
付
き
が
必
ず
し
も
社
会
福
祉
協
議

会
に
届
く
も
の
で
は
な
い
の
で
、社
会
福
祉
協

議
会
の
受
け
止
め
る
仕
組
み
と
し
て
関
係
機

関
と
の
連
携
を
は
か
り
、取
組
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、問
題

発
生
前
の
見
守
り
、判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
、さ
ら
に

判
断
能
力
が
低
下
し
た
方
へ
の
法
人
後
見
な

ど
、権
利
擁
護
を
一
連
の
取
組
と
し
て
行
っ
て

い
き
ま
す
。

暮
ら
し
の
安
心
の
た
め
に

―

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業―

判
断
能
力
が
さ
ら
に
低
下
し
た
ら

―

成
年
後
見
制
度―

見
守
り
の
強
化

―

早
期
発
見
の
た
め
に―

○
お
住
ま
い
の
市
町
村
社
協

○
県
社
協 

地
域
福
祉
部 

地
域
福
祉
班

T
E
L：

0
7
3
-4
3
5
-5
2
4
8

お問合せ先

援助内容 利　用　料

福祉サービス
利用援助

日常生活上の
手続に関する援助

日常的
金銭管理サービス

書類等
預かりサービス

○１時間まで1,000円。
○１時間を超えて30分の延長につき
500円ずつ加算となります。

※生活保護を受けている方は無料です。
※住民税非課税世帯で、預貯金350万円
未満の方については、県社協が利用料
の半額を助成します。

○社会福祉協議会で預かる場合は
無料です。

○金融機関の貸金庫を利用する
場合は月額※850円です。

　（※市町村社協によって異なります。）

「
切
れ
目
の
な
い
権
利
擁
護
体
制
の
推
進
」

〜
見
守
り
か
ら
成
年
後
見
制
度
利
用
を
一
連
の
も
の
と
し
て
取
り
組
む
〜

り
物
の
返
却
先
が
見
つ
か
ら
な
い
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
、よ
り
一
層
関
係
機
関
と
連
携
し
た
支
援
が

必
要
で
す
。

　
契
約
締
結
能
力
が
低
下
し
た
場
合
や
、遺
産

相
続
の
手
続
き
な
ど
法
律
的
な
問
題
が
生
じ

た
場
合
に
は
、成
年
後
見
制
度（※

１
）に
繋
い

で
い
ま
す
。

　
契
約
締
結
能
力
が
低
下
し
た
方
に
お
い
て

は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
か
ら
成

年
後
見
制
度
へ
の
移
行
が
必
要
で
あ
り
、
利

用
者
と
の
信
頼
関
係
を
基
礎
に
、
利
用
者
の

状
況
や
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
成
年
後
見
制

度
へ
の
移
行
を
促
進
し
て
い
ま
す
。(

図
①)

　
県
社
協
で
は
、平
成
20
年
10
月
に「
県
成
年

後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、制
度
に
関

す
る
相
談
・
支
援
、後
見
人
養
成
、情
報
提
供
、

関
係
団
体
と
の
連
携
、法
人
後
見
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

事
業
の
利
用
状
況

　
本
事
業
を
平
成
12
年
に
開
始
し
て
以
来
、県

内
に
お
け
る
利
用
者
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
実
利
用
者
は
令
和
3
年
度
末
で
は
7
0
0

名
で
、区
分
別
に
は
、高
齢
者
の
方
2
5
1
名
、

知
的
障
が
い
の
あ
る
方
2
0
8
名
、精
神
障
が

い
の
あ
る
方
2
1
3
名
、そ
の
他
支
援
が
必
要

な
方
28
名
で
、近
年
は
知
的
・
精
神
障
が
い
の

あ
る
方
の
利
用
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

（
3
ペ
ー
ジ
図
①
参
照
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の
課
題

　
今
後
も
本
事
業
の
利
用
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
中
で
、委
託
先
で
あ
る
市
町
村
社
会
福

祉
協
議
会
の
体
制
整
備
の
強
化
や
、専
門
員
・

生
活
支
援
員
等
の
人
材
の
確
保
が
課
題
で
す
。

　
ま
た
、寄
せ
ら
れ
る
相
談
内
容
は
複
雑
化
・

多
様
化
し
て
お
り
、一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、本
人
の
判
断
能
力
が
不
十
分
な
た

め
、ま
ず
は
本
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
に

つ
い
て
本
人
の
自
覚
を
促
す
た
め
の
相
談
を

行
っ
て
お
り
、契
約
に
至
ら
な
い
場
合
で
あ
っ

て
も
関
わ
り
を
継
続
し
て
見
守
る
な
ど
、本
事

業
以
外
の
援
助
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
も
重

要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、利
用
者
死
亡
時
に
お
け
る
預
か

⑶
日
常
的
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス

　
公
共
料
金
や
家
賃
な
ど
、日
常
生
活
に
お
い

て
必
要
な
支
払
い
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。そ

れ
に
伴
い
、預
金
の
払
戻
、解
約
、預
け
入
れ
の

手
続
き
を
行
い
ま
す
。

⑷
書
類
等
の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

　
大
切
な
通
帳
や
証
書
な
ど
を
ご
自
身
で
管

理
で
き
な
い
方
へ
の
援
助
と
し
て
、貸
金
庫
に

よ
る
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

利
用
料

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業（
以
下
、「
本

事
業
」と
い
う
。）の
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
し
て
は

次
の
⑴
〜
⑷
が
あ
り
、住
民
に
身
近
な
地
域
で

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
必
要
性
を
考
慮
し
、

県
社
協
で
は
県
内
30
市
町
村
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

⑴
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
情
報
提

供
、助
言
、手
続
き
の
援
助
、利
用
料
の
支
払
い

な
ど
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
た
め
の
一
連

の
援
助
を
行
い
ま
す
。

⑵
日
常
生
活
上
の
手
続
に
関
す
る
援
助

　
居
住
家
屋
の
賃
借
や
日
常
生
活
の
消
費
契

約
、住
民
票
の
届
出
等
の
行
政
手
続
に
関
す
る

援
助
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
県
社
協
で
は
、日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
事
業
は
、平
成
12
年

度
に
介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
措
置
か
ら
契
約
へ
と

移
行
す
る
中
で
、自
身
で
契
約
を
す
る
こ
と
が

困
難
な
方
等
に
対
し
、何
ら
か
の
支
援
が
必
要

と
な
り
、利
用
者
の
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
、

国
の
補
助
事
業
と
し
て
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、物
事
を
判
断
す
る
能
力
が
不

十
分
な
高
齢
者
や
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い

の
あ
る
方
等
を
対
象
と
し
て
お
り
、そ
の
方
に

必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
適
正
に
で

き
る
よ
う
支
援
し
、こ
れ
に
伴
う
日
常
的
な
金

銭
管
理
も
併
せ
て
行
う
仕
組
み
で
す
。

　
ま
た
、支
援
を
必
要
と
す
る
方
が
全
国
ど
こ

で
も
利
用
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、事
業
を
適
正
に
実
施
す
る
た
め
の
一
定
の

組
織
管
理
・
財
務
体
制
を
確
保
し
て
い
る
必
要

が
あ
る
等
の
理
由
か
ら
、都
道
府
県
社
会
福
祉

協
議
会
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
社
協
で
は
、実
施
主
体
と
し
て
、次
の
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進

（※

１
）成
年
後
見
制
度
と
は

　
認
知
症
や
知
的
・
精
神
障
が
い
な
ど
に
よ
り
判

断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
が
、必
要
な
契
約
を
結

べ
な
か
っ
た
り
、自
身
に
不
利
益
な
契
約
を
結
ん
で

し
ま
っ
た
り
す
る
場
合
に
備
え
て
、家
庭
裁
判
所

が
選
ん
だ
後
見
人
・
保
佐
人
・
補
助
人
が
、本
人
に

代
わ
っ
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
な
ど
を
行

っ
た
り
、不
動
産
や
預
貯
金
な
ど
の
財
産
を
管
理

し
た
り
す
る
仕
組
み
。制
度
利
用
に
は
、利
用
者
本

人
、配
偶
者
、四
親
等
内
の
親
族
等
が
家
庭
裁
判
所

に
申
し
立
て
を
行
う
。

（※

2
）中
核
機
関
と
は

　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
を
促
す
た
め
、各
自
治

体
で
相
談
対
応
や
後
見
人
候
補
者
の
調
整
な
ど
を

行
う
機
関
。市
区
町
村
直
営
ま
た
は
社
会
福
祉
協

議
会
や
N
P
O
な
ど
に
運
営
を
委
託
し
て
い
る
。

［図①福祉サービス利用援助事業実利用者　成年後見制度移行者 推移］
①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業（
市

町
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
実
施
）

②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
が
都

道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
あ
ま
ね

く
実
施
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
事
業

③
当
該
事
業
に
従
事
す
る
者
の
資
質
向

上
の
た
め
の
事
業

④
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
に
関

す
る
普
及
及
び
啓
発

日常生活自立支援事業
（社会福祉法第81条）
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令
和
４
年
３
月
、国
に
お
い
て
は
第
二
期
成

年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
が
閣
議
決

定
さ
れ
、担
い
手
の
確
保
・
育
成
等
の
推
進
や

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、「
権
利
擁
護

支
援
」を
本
人
を
中
心
と
し
た
支
援
・
活
動
の

共
通
基
盤
と
し
て
位
置
づ
け
、権
利
擁
護
支
援

の
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
層
の
充
実
な

ど
、成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
の
取
組
を
さ
ら

に
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
司
令
塔
と
な
る
中
核
機
関（※

２
）の

本
県
に
お
け
る
設
置
状
況
は
、令
和
４
年
６
月

１
日
現
在
、９
市
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、各
地
域
に
お
け
る
相
談
窓
口
の
体
制
を

整
え
、分
か
り
や
す
く
広
報
し
、本
人
へ
の
適

切
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
今
年
度
、本
県
で
は
、成
年
後
見
制
度
市
町

村
長
申
立
研
修
会
や
各
圏
域
で
の
制
度
利
用

促
進
に
か
か
る
意
見
交
換
会
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、市
町
村
が
抱
え
る
課
題
に
対
し
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
弁
護
士
、司
法
書
士
、社
会
福

祉
士
等
）を
派
遣
し
、市
町
村
の
体
制
整
備
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の
日
常
生
活
の

支
援
に
は
、問
題
が
深
刻
化
す
る
前
に
早
期
発

見
に
努
め
る
取
組
が
必
要
で
す
。

　
例
え
ば
、サ
ロ
ン
活
動
・
会
食
・
配
食
・
移
送

サ
ー
ビ
ス
等
の
具
体
的
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
実
施
を
強
化
す
る
中
で
の
見
守
り
や
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、自
治
会
な
ど
に
よ
る
地

域
で
の
見
守
り
は
、今
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

更
に
強
化
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、困
り
事
が
発
見
さ
れ
た
と
し
て
も
、

住
民
の
気
付
き
が
必
ず
し
も
社
会
福
祉
協
議

会
に
届
く
も
の
で
は
な
い
の
で
、社
会
福
祉
協

議
会
の
受
け
止
め
る
仕
組
み
と
し
て
関
係
機

関
と
の
連
携
を
は
か
り
、取
組
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、問
題

発
生
前
の
見
守
り
、判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
、さ
ら
に

判
断
能
力
が
低
下
し
た
方
へ
の
法
人
後
見
な

ど
、権
利
擁
護
を
一
連
の
取
組
と
し
て
行
っ
て

い
き
ま
す
。

暮
ら
し
の
安
心
の
た
め
に

―

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業―

判
断
能
力
が
さ
ら
に
低
下
し
た
ら

―

成
年
後
見
制
度―

見
守
り
の
強
化

―

早
期
発
見
の
た
め
に―

○
お
住
ま
い
の
市
町
村
社
協

○
県
社
協 

地
域
福
祉
部 

地
域
福
祉
班

T
E
L：

0
7
3
-4
3
5
-5
2
4
8

お問合せ先

援助内容 利　用　料

福祉サービス
利用援助

日常生活上の
手続に関する援助

日常的
金銭管理サービス

書類等
預かりサービス

○１時間まで1,000円。
○１時間を超えて30分の延長につき
500円ずつ加算となります。

※生活保護を受けている方は無料です。
※住民税非課税世帯で、預貯金350万円
未満の方については、県社協が利用料
の半額を助成します。

○社会福祉協議会で預かる場合は
無料です。

○金融機関の貸金庫を利用する
場合は月額※850円です。

　（※市町村社協によって異なります。）

「
切
れ
目
の
な
い
権
利
擁
護
体
制
の
推
進
」

〜
見
守
り
か
ら
成
年
後
見
制
度
利
用
を
一
連
の
も
の
と
し
て
取
り
組
む
〜

り
物
の
返
却
先
が
見
つ
か
ら
な
い
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
、よ
り
一
層
関
係
機
関
と
連
携
し
た
支
援
が

必
要
で
す
。

　
契
約
締
結
能
力
が
低
下
し
た
場
合
や
、遺
産

相
続
の
手
続
き
な
ど
法
律
的
な
問
題
が
生
じ

た
場
合
に
は
、成
年
後
見
制
度（※
１
）に
繋
い

で
い
ま
す
。

　
契
約
締
結
能
力
が
低
下
し
た
方
に
お
い
て

は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
か
ら
成

年
後
見
制
度
へ
の
移
行
が
必
要
で
あ
り
、
利

用
者
と
の
信
頼
関
係
を
基
礎
に
、
利
用
者
の

状
況
や
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
成
年
後
見
制

度
へ
の
移
行
を
促
進
し
て
い
ま
す
。(

図
①)

　
県
社
協
で
は
、平
成
20
年
10
月
に「
県
成
年

後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、制
度
に
関

す
る
相
談
・
支
援
、後
見
人
養
成
、情
報
提
供
、

関
係
団
体
と
の
連
携
、法
人
後
見
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

事
業
の
利
用
状
況

　
本
事
業
を
平
成
12
年
に
開
始
し
て
以
来
、県

内
に
お
け
る
利
用
者
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
実
利
用
者
は
令
和
3
年
度
末
で
は
7
0
0

名
で
、区
分
別
に
は
、高
齢
者
の
方
2
5
1
名
、

知
的
障
が
い
の
あ
る
方
2
0
8
名
、精
神
障
が

い
の
あ
る
方
2
1
3
名
、そ
の
他
支
援
が
必
要

な
方
28
名
で
、近
年
は
知
的
・
精
神
障
が
い
の

あ
る
方
の
利
用
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

（
3
ペ
ー
ジ
図
①
参
照
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の
課
題

　
今
後
も
本
事
業
の
利
用
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
中
で
、委
託
先
で
あ
る
市
町
村
社
会
福

祉
協
議
会
の
体
制
整
備
の
強
化
や
、専
門
員
・

生
活
支
援
員
等
の
人
材
の
確
保
が
課
題
で
す
。

　
ま
た
、寄
せ
ら
れ
る
相
談
内
容
は
複
雑
化
・

多
様
化
し
て
お
り
、一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、本
人
の
判
断
能
力
が
不
十
分
な
た

め
、ま
ず
は
本
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
に

つ
い
て
本
人
の
自
覚
を
促
す
た
め
の
相
談
を

行
っ
て
お
り
、契
約
に
至
ら
な
い
場
合
で
あ
っ

て
も
関
わ
り
を
継
続
し
て
見
守
る
な
ど
、本
事

業
以
外
の
援
助
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
も
重

要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、利
用
者
死
亡
時
に
お
け
る
預
か

⑶
日
常
的
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス

　
公
共
料
金
や
家
賃
な
ど
、日
常
生
活
に
お
い

て
必
要
な
支
払
い
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。そ

れ
に
伴
い
、預
金
の
払
戻
、解
約
、預
け
入
れ
の

手
続
き
を
行
い
ま
す
。

⑷
書
類
等
の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

　
大
切
な
通
帳
や
証
書
な
ど
を
ご
自
身
で
管

理
で
き
な
い
方
へ
の
援
助
と
し
て
、貸
金
庫
に

よ
る
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

利
用
料

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業（
以
下
、「
本

事
業
」と
い
う
。）の
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
し
て
は

次
の
⑴
〜
⑷
が
あ
り
、住
民
に
身
近
な
地
域
で

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
必
要
性
を
考
慮
し
、

県
社
協
で
は
県
内
30
市
町
村
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

⑴
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
情
報
提

供
、助
言
、手
続
き
の
援
助
、利
用
料
の
支
払
い

な
ど
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
た
め
の
一
連

の
援
助
を
行
い
ま
す
。

⑵
日
常
生
活
上
の
手
続
に
関
す
る
援
助

　
居
住
家
屋
の
賃
借
や
日
常
生
活
の
消
費
契

約
、住
民
票
の
届
出
等
の
行
政
手
続
に
関
す
る

援
助
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
県
社
協
で
は
、日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
事
業
は
、平
成
12
年

度
に
介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
措
置
か
ら
契
約
へ
と

移
行
す
る
中
で
、自
身
で
契
約
を
す
る
こ
と
が

困
難
な
方
等
に
対
し
、何
ら
か
の
支
援
が
必
要

と
な
り
、利
用
者
の
利
益
の
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図
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、
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事
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。

　
こ
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が
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て
行
う
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す
。

　
ま
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全
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利
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［図①福祉サービス利用援助事業実利用者　成年後見制度移行者 推移］
①
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れ
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③
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④
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発

日常生活自立支援事業
（社会福祉法第81条）



　社協では、低所得世帯等に対して、必要な資金の貸付けと相談支援を行う生活福祉資金貸付事業
を実施しています。
　また、令和2年3月からは、新型コロナウイルス感染症の影響により減収した世帯に対して特例貸付
を実施しています（特例貸付受付期間：8月末まで）。
　その最前線で活躍する有田市社協の石井さんにお話を伺いました。

相談内容

　70代、男性の一人暮らし。「新型コロナウイル
ス感染症の影響により仕事が激減し、退職を余
儀なくされた。その後は、国民年金月5万円と貯
蓄で生活をしていたが、仕事も見つからず、生
計が苦しくなってきた。」と相談がありました。

相談支援により安定した生活が実現

　有田市社協では、借入相談をきっかけにした
つながりを大事にしています。今回は相談者の
「安定した給与が得られる仕事に就きたい」と
いう申し出を受け止め、必要なことを一緒に考
えました。まずは、特例貸付により、ライフライ
ンを確保し、就職活動を安心して行えるよう生
活基盤の立て直しを図りました。また、相談者
と関わりのあった民生委員と連携を強化し、見
守り活動の継続を確認しました。
　就職については、自立相談支援機関が仕事
の紹介や履歴書作成の支援を行い、ハロー

ワークにつなぎましたが、不採用が続きました。
　それでも自立相談支援機関や市福祉課から
の熱心な働きかけもあり、ようやく就職先が決
まりました。現在は年金収入と給与収入で安定
した生活を送ることができるようになっていま
す。貸付けは終わりましたが、これからも相談者
とのつながりを大事に、関わり合っていきたい
と思います。

借
入
相
談
を
き
っ
か
け
に
し
た
つ
な
が
り（
相
談
支
援
）を
紹
介
し
ま
す

社

協が
行う相談支援

［インタビューした相手］
有田市社協

石井　秀明 さん
いし い ひであき

貸付後のつながりも
大切にして

いきたいわな～

有田市

市の花:みかん

not
alonenot
alone
有田市社協vol.1

お問合せ先 地域福祉部 生活資金班
TEL.073ｰ435ｰ5223

民生委員相談者

有田市社協

県社協

ハローワーク新たな職場

自立相談支援機関

福祉課　民生係

有田市

人材
マッチング

相談支援

雇用 求職

連携
（情報共有）

連携
（情報共有）

相談
支援

連携（情報共有）

見守り
（訪問）

有田市の情報
社協の相談体制
　2人（兼務を含む）

人口（R4.7.1現在）
　26,408人
特産品
　みかん
　たちうお

相談者から広がる輪（つながり）

県社協“発”
～県社会福祉協議会
から事業の案内や
報告等を発信
　します！～

ど
ん
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
が
相
談
で
き
ま
す

か
？

高
齢
者
、障
が
い
者
、子
ど
も
な
ど
に
関
す
る
在
宅

や
施
設
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、医
療
に
関
す
る
こ
と
な
ど
取
り
扱
え
な
い

こ
と
が
ら
も
あ
り
ま
す
。

誰
で
も
相
談
で
き
る
の
で
す
か
？

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
ご
本
人
、利
用
者
の
ご
家
族
、代
理
人
が
相
談
で

き
ま
す
。ま
た
、利
用
者
の
様
子
な
ど
を
よ
く
知
っ
て
い
る
第
三
者（
施
設
職
員
や
民

生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
）も
相
談
で
き
ま
す
。

名
前
を
出
さ
ず
に
相
談
で
き
ま
す
か
？

匿
名
相
談
に
も
応
じ
ま
す
が
、こ
ち
ら
か
ら
申
出
人
に
連
絡
が
と
れ
な
い
場
合
は
、

解
決
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、名
前

を
出
さ
な
い
で
相
手
方（
事
業
所
側
）に
状
況
を
聞
い
た
り
、助
言
や
改
善
の
申
し
入

れ
を
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
業
所
に
対
し
て
苦
情
や
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
？

ま
ず
は
、利
用
し
て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
苦
情
受
付
担
当
者
や
第
三
者
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事
業
者
側
と
話
し
合
っ
て
も
解
決
し
な
い
と
き
や
直
接
苦
情
を
言
い
に
く
い
と
き
に

は
、遠
慮
な
く
こ
ち
ら
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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　「ふれあい作品展」は、老人福祉施設や介
護保険施設等を利用されている方々に、作
品を発表していただき、創造力を高め、文
化活動への参加を促すとともに、多くの
方々とのふれあいと生きがいづくりを推進
するために毎年開催しています。
　昨年度は、79施設の利用者の方々733
名から、それぞれ工夫を凝らした力作が出
展され、訪れた方々に数々の癒しや感銘を
与えてくれました。
　全制作者の平均年齢は87歳、100歳以
上は11名で、最高齢者は102歳の方でした。
　作品展会期中には、多くの方々が来場さ
れるとともに、来場できない方のために施
設職員が熱心に写真や動画を撮影するな
ど、好評をいただいております。
　今年度も、右記のとおり「ふれあい作品
展」を開催いたしますので、たくさんのご応
募をお待ちしています。

最高齢者102歳の方の作品

高齢者賞

会 期
会 場

12月15日（木）～12月19日（月） 10時～17時
和歌山ビッグ愛１階「展示ホール」

県内の老人福祉施設及び介護保険施設等利用の方
申込者は、県内老人施設及び介護保険施設等の設置法人
●個人で制作された作品および共同で制作された作品　
●出品作品は、令和４年１月以降に制作された未発表作品
10月14日（金）

出品者資格

申込期限

令和4年度ふれあい作品展

作品の募集

申込等の様式は、ホームページからダウンロードできます。

老人福祉施設及び介護保険施設等を
利用されている方々による 参加申込受付中です!

令和4年度

「ふれあい作品展」
１２月１５日㈭～1９日㈪

お問合せ・お申込先 いきいき長寿社会センター（県社協内） TEL：073-435-5214　FAX：073-435-5221

昨年度の作品展のようす

※新型コロナウイルス感染症の感染状況によっ
ては、開催を中止する場合もございます。
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するために毎年開催しています。
　昨年度は、79施設の利用者の方々733
名から、それぞれ工夫を凝らした力作が出
展され、訪れた方々に数々の癒しや感銘を
与えてくれました。
　全制作者の平均年齢は87歳、100歳以
上は11名で、最高齢者は102歳の方でした。
　作品展会期中には、多くの方々が来場さ
れるとともに、来場できない方のために施
設職員が熱心に写真や動画を撮影するな
ど、好評をいただいております。
　今年度も、右記のとおり「ふれあい作品
展」を開催いたしますので、たくさんのご応
募をお待ちしています。

最高齢者102歳の方の作品

高齢者賞

会 期
会 場

12月15日（木）～12月19日（月） 10時～17時
和歌山ビッグ愛１階「展示ホール」

県内の老人福祉施設及び介護保険施設等利用の方
申込者は、県内老人施設及び介護保険施設等の設置法人
●個人で制作された作品および共同で制作された作品　
●出品作品は、令和４年１月以降に制作された未発表作品
10月14日（金）

出品者資格

申込期限

令和4年度ふれあい作品展

作品の募集

申込等の様式は、ホームページからダウンロードできます。

老人福祉施設及び介護保険施設等を
利用されている方々による 参加申込受付中です!

令和4年度

「ふれあい作品展」
１２月１５日㈭～1９日㈪

お問合せ・お申込先 いきいき長寿社会センター（県社協内） TEL：073-435-5214　FAX：073-435-5221

昨年度の作品展のようす

※新型コロナウイルス感染症の感染状況によっ
ては、開催を中止する場合もございます。
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／10月25日㈫ 9：25～17：50
　10月26日㈬ 9：25～16：40
／和歌山ビッグ愛

※研修の受講には、受講料がかかります。 
※定員（先着）になり次第締め切ります。
※県社協会員は、会員価格で受講いただけます。
※詳細は県社協ホームページをご覧いただくか、直接お問合せください。

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、
中止になる場合があります。

県福祉人材センター
「ハートワーク」（県社協内）
TEL：073－435－5210

お
問
合
せ
先

感染症予防対策研修
開催日時
会 場

／9月7日㈬ 10：25～16：00
／和歌山ビッグ愛 ／8月17日㈬（必着）受講申込期限

高齢者の権利擁護・虐待防止研修
開催日時
会 場

／9月14日㈬ 10：25～16：00
／上富田文化会館 ／8月24日㈬（必着）受講申込期限

キャリアパス対応生涯研修・中堅職員研修
開催日時

会 場

社会福祉援助技術の基礎研修
開催日時
会 場

／11月11日㈮ 10：25～16：00
／和歌山ビッグ愛

介護技術研修（応用）
開催日時
会 場

／11月16日㈬ 10：25～16：00
／和歌山ビッグ愛 ／10月26日㈬（必着）受講申込期限

面接技法とアセスメント力の向上研修
開催日時
会 場

／11月29日㈫ 10：25～16：00
／和歌山ビッグ愛 ／11月8日㈫（必着）受講申込期限

お問合せ（土・日・祝日を除く、9時～17時まで）

　豊富な知識や経験､資格や技能を持っ
た高齢者がたくさん登録されています。
　地域でのお手伝い､イベントや学習会､
学校行事などで活用してみませんか！

わかやま元気シニア生きがいバンク

わかやま元気シニア生きがいバンク

□人材を探す　□活動のご依頼
□バンクへの登録　 WEBで検索！

わかやま元気シニア生きがいバンクわかやま元気シニア生きがいバンク

高齢者の生きがいづくり

073‒435‒5214

申込受付中 福祉人材キャリア形成支援研修

／8月30日㈫（必着）受講申込期限

介護未経験者向け
研修会・就職相談会

／県内の介護現場で就労を希望する方・介護や介
護の仕事に少しでも興味のある方

／10名程度（先着順）

　介護未経験者に向けた入門的な研修会を開催します。介護
者としての必要最低限の知識・技術が身に付く内容となってお
り、研修会の最終日には、未経験者でも安心して仕事を始めら
れるよう就職相談会を実施します。就職相談会のみの参加も可
能です。

の

はじめよう！
福祉　仕事福祉　仕事

キメジロウ

ハジメ羊
ヨウ

受講料
無料

和歌山
会　場

県介護普及センター
TEL：0739-22-6589
県福祉人材センター
「ハートワーク」（県社協内） 
TEL：073-435-5211

8月27日㈯ 9:30～16:20
8月28日㈰ 9:30～15:00

和歌山県勤労福祉
会館プラザホープ
３階 特別会議室

8月28日㈰
15:00～16:30

日時・会場 研修会 就職相談会

日　時

和歌山県勤労福祉会館
プラザホープ
3階 会議室1・２

　福祉分野への就職を希望される
方・関心がある方を対象に、オンラ
インを活用した就職フェアを開催
します。

令和4年度
第１回 福祉・介護・保育のしごとフェアを開催します！

／8月11日(木・祝)13：00～15：30
／田辺市民総合センター ２階交流ホール(田辺市高雄1丁目23-1)
／求職者（会場）と事業所（事務所内）をオンライン（zoom）でつないだ個別面談会
を実施。専門支援員等による相談コーナーも設置します。
／新型コロナウイルス感染予防のため、ご来場の際はマスクの着用等
についてご協力お願いします。

日 時
会 場
内 容

その他

お問合せ先 田辺市社協 紀南福祉人材バンク TEL：0739-26-4918

地域福祉活動紹介シリーズ ［vol.178］

ひとづくり まちづくり ゆめづくり
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兼
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く
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限
り
こ

の
事
業
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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お問合せ先

社
会
福
祉
法
人
九
度
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

伊
都
郡
九
度
山
町
河
根
7
3
2-
1

九
度
山
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

T
E
L

：０
７
３
6-

5
4-

9
2
9
4

会　場

就職相談会の
お問合せ先

研修会のお申込み
・お問合せ先

／10月21日㈮（必着）受講申込期限

助成希望内容等の
お問合せ先

公益財団法人大阪ガスグループ福祉財団
TEL：06-6205-4686　FAX：06-6203-1028　Email  og-hukushi@osakagas.co.jp

　「高齢者福祉助成」は、活力あふれる
長寿社会を実現するため、高齢者を対象
にした福祉活動や高齢者の社会参加を
支援する活動等、「高齢社会における地
域福祉づくり活動」に対して助成するも
のです。

公益財団法人大阪ガスグループ福祉財団 
「令和４年度 高齢者福祉助成」

■提出先・・・・・・・・・・・・・・・お住まいの市町村社会福祉協議会又は和歌山県社会福祉協議会
■助成対象の活動期間・・・原則として令和5年4月～令和6年2月末まで
※ 応募する場合は、お住まいの市町村社会福祉協議会又は県社会福祉協議会の推薦が必要です。
※ 1件（団体）当り助成（限度額）10万円

応
募
申
込
ご
案
内

※当日スムーズに面談を行いたい方は、電話または右記特設サイトのQRコードからお申込み可能です。

参加費無料
事前申込不要

受講対象者

定 員

ＨＰ：https://www.osakagas.co.jp/company/efforts/fukushi/index.html
申し込み様式は、財団のホームページからダウンロードできます。

応募団体に対しては、財団職員による現地への訪問調査が行われます。

8月31日㈬まで募集期間
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／10月25日㈫ 9：25～17：50
　10月26日㈬ 9：25～16：40
／和歌山ビッグ愛

※研修の受講には、受講料がかかります。 
※定員（先着）になり次第締め切ります。
※県社協会員は、会員価格で受講いただけます。
※詳細は県社協ホームページをご覧いただくか、直接お問合せください。

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、
中止になる場合があります。

県福祉人材センター
「ハートワーク」（県社協内）
TEL：073－435－5210

お
問
合
せ
先

感染症予防対策研修
開催日時
会 場

／9月7日㈬ 10：25～16：00
／和歌山ビッグ愛 ／8月17日㈬（必着）受講申込期限

高齢者の権利擁護・虐待防止研修
開催日時
会 場

／9月14日㈬ 10：25～16：00
／上富田文化会館 ／8月24日㈬（必着）受講申込期限

キャリアパス対応生涯研修・中堅職員研修
開催日時

会 場

社会福祉援助技術の基礎研修
開催日時
会 場

／11月11日㈮ 10：25～16：00
／和歌山ビッグ愛

介護技術研修（応用）
開催日時
会 場

／11月16日㈬ 10：25～16：00
／和歌山ビッグ愛 ／10月26日㈬（必着）受講申込期限

面接技法とアセスメント力の向上研修
開催日時
会 場

／11月29日㈫ 10：25～16：00
／和歌山ビッグ愛 ／11月8日㈫（必着）受講申込期限

お問合せ（土・日・祝日を除く、9時～17時まで）

　豊富な知識や経験､資格や技能を持っ
た高齢者がたくさん登録されています。
　地域でのお手伝い､イベントや学習会､
学校行事などで活用してみませんか！

わかやま元気シニア生きがいバンク

わかやま元気シニア生きがいバンク

□人材を探す　□活動のご依頼
□バンクへの登録　 WEBで検索！

わかやま元気シニア生きがいバンクわかやま元気シニア生きがいバンク

高齢者の生きがいづくり

073‒435‒5214

申込受付中 福祉人材キャリア形成支援研修

／8月30日㈫（必着）受講申込期限

介護未経験者向け
研修会・就職相談会

／県内の介護現場で就労を希望する方・介護や介
護の仕事に少しでも興味のある方

／10名程度（先着順）

　介護未経験者に向けた入門的な研修会を開催します。介護
者としての必要最低限の知識・技術が身に付く内容となってお
り、研修会の最終日には、未経験者でも安心して仕事を始めら
れるよう就職相談会を実施します。就職相談会のみの参加も可
能です。

の

はじめよう！
福祉　仕事福祉　仕事

キメジロウ

ハジメ羊
ヨウ

受講料
無料

和歌山
会　場

県介護普及センター
TEL：0739-22-6589
県福祉人材センター
「ハートワーク」（県社協内） 
TEL：073-435-5211

8月27日㈯ 9:30～16:20
8月28日㈰ 9:30～15:00

和歌山県勤労福祉
会館プラザホープ
３階 特別会議室

8月28日㈰
15:00～16:30

日時・会場 研修会 就職相談会

日　時

和歌山県勤労福祉会館
プラザホープ
3階 会議室1・２

　福祉分野への就職を希望される
方・関心がある方を対象に、オンラ
インを活用した就職フェアを開催
します。

令和4年度
第１回 福祉・介護・保育のしごとフェアを開催します！

／8月11日(木・祝)13：00～15：30
／田辺市民総合センター ２階交流ホール(田辺市高雄1丁目23-1)
／求職者（会場）と事業所（事務所内）をオンライン（zoom）でつないだ個別面談会
を実施。専門支援員等による相談コーナーも設置します。
／新型コロナウイルス感染予防のため、ご来場の際はマスクの着用等
についてご協力お願いします。

日 時
会 場
内 容

その他

お問合せ先 田辺市社協 紀南福祉人材バンク TEL：0739-26-4918

地域福祉活動紹介シリーズ ［vol.178］

ひとづくり まちづくり ゆめづくり
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老
夫
婦
世
帯
や
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
を
対
象
に
、毎
月
第
2
木
曜
日
に
食
事
サ
ー
ビ

ス
と
見
守
り
活
動
を
兼
ね
た「
ま
ご
こ
ろ
弁
当
配

食
サ
ー
ビ
ス
」を
実
施
し
て
い
ま
す（
夏
場
は
お
弁

当
の
代
わ
り
に
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
持
っ
て
訪

問
）。

　
昭
和
63
年
か
ら
30
年
以
上
に
わ
た
っ
て
実
施

し
て
い
る
こ
の
事
業
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

感
染
症
対
策
を
徹
底
し
て
継
続
し
て
い
ま
す
。九

度
山
町
社
協
の
深
山
ひ
と
み
事
務
局
長
と
総
務

財
政
班
兼
地
域
福
祉
班
の
速
水
奈
々
係
長
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

継
続
す
る
こ
と
が
大
事

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
始
め
た

令
和
2
年
3
月
頃
か
ら
は
、お
弁
当
の
配
食
が
で
き

な
い
状
況
に
な
り
、活
動
を
見
送
っ
た
月
も
あ
り
ま

し
た
。県
内
に
発
令
さ
れ
て
い
た
緊
急
事
態
宣
言
が

解
除
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、「
ま
ご
こ
ろ
弁
当
配
食

サ
ー
ビ
ス
」を
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
を
検
討
し

ま
し
た
。中
止
す
る
の
は
簡
単
で
す
が
、一
旦
中
止
し

て
し
ま
う
と
二
度
と
再
開
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、社
会
的
孤
立

な
ど
の
問
題
を
鑑
み
、継
続
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ

る
と
考
え
、再
開
す
る
方
向
で
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

思
い
は
み
ん
な
同
じ

　
再
開
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、皆
さ
ん
の
思
い
も
私
た
ち
と
同

じ
で
、誰
一
人
と
し
て
反
対
す
る
方
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
の
こ
と
が
、本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。感

コロナ禍だからこそ必要 ～食事サービス・見守り活動の取組～
（社会福祉法人 九度山町社会福祉協議会）

染
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、基
本
的
な
こ
と
で
す
が
、検
温
・

手
指
消
毒
は
も
ち
ろ
ん
、体
調
不
良
時
は
活
動
へ
の
参
加
を
取
り
や

め
て
い
た
だ
く
な
ど
、感
染
症
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

頼
り
に
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

　
こ
の
事
業
で
の
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
は
31
名
い
ま
す
。20
年
以
上

に
わ
た
っ
て
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
、九
度
山

町
社
協
に
い
ろ
い
ろ
と
関
わ
っ
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。中
に
は
、

地
域
の「
つ
な
ぎ
役
」に
な
っ
て
く
れ

て
い
る
方
も
い
ま
す
。本
当
に
頼
れ

る
存
在
で
す
。ま
た
、町
内
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
力
校
に
は
、お
弁
当
の
包

み
紙
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

欠
か
せ
な
い
事
業

　
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
人
と
の
交
流
が
制
限
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

必
要
な
事
業
の
ひ
と
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。最
近
で
は
、年
齢
の

若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も

手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

見
守
り
活
動
だ
け
で
な
く
、

地
域
づ
く
り
と
い
う
側
面

も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
事

業
な
の
で
、で
き
る
限
り
こ

の
事
業
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

み
　や
ま

は
や

　み

な

　な

お問合せ先

社
会
福
祉
法
人
九
度
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

伊
都
郡
九
度
山
町
河
根
7
3
2-

1

九
度
山
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

T
E
L

：０
７
３
6-

5
4-

9
2
9
4

会　場

就職相談会の
お問合せ先

研修会のお申込み
・お問合せ先

／10月21日㈮（必着）受講申込期限

助成希望内容等の
お問合せ先

公益財団法人大阪ガスグループ福祉財団
TEL：06-6205-4686　FAX：06-6203-1028　Email  og-hukushi@osakagas.co.jp

　「高齢者福祉助成」は、活力あふれる
長寿社会を実現するため、高齢者を対象
にした福祉活動や高齢者の社会参加を
支援する活動等、「高齢社会における地
域福祉づくり活動」に対して助成するも
のです。

公益財団法人大阪ガスグループ福祉財団 
「令和４年度 高齢者福祉助成」

■提出先・・・・・・・・・・・・・・・お住まいの市町村社会福祉協議会又は和歌山県社会福祉協議会
■助成対象の活動期間・・・原則として令和5年4月～令和6年2月末まで
※ 応募する場合は、お住まいの市町村社会福祉協議会又は県社会福祉協議会の推薦が必要です。
※ 1件（団体）当り助成（限度額）10万円

応
募
申
込
ご
案
内

※当日スムーズに面談を行いたい方は、電話または右記特設サイトのQRコードからお申込み可能です。

参加費無料
事前申込不要

受講対象者

定 員

ＨＰ：https://www.osakagas.co.jp/company/efforts/fukushi/index.html
申し込み様式は、財団のホームページからダウンロードできます。

応募団体に対しては、財団職員による現地への訪問調査が行われます。

8月31日㈬まで募集期間
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「切れ目のない権利擁護体制の推進」
～見守りから成年後見制度利用を一連のものとして取り組む～

特 集
2 3

和
歌
山
大
学
教
育
学
部
付
属
中
学
校
3
年

生
の
皆
さ
ん

こ
の
冊
子
は
、

印
刷
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
優
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
で

コロナ禍だからこそ必要～食事サービス・見守り活動の取組～ 社会福祉法人 九度山町社会福祉協議会（6頁に関連記事）コロナ禍だからこそ必要～食事サービス・見守り活動の取組～ 社会福祉法人 九度山町社会福祉協議会（6頁に関連記事）

に
合
わ
せ
て
一
緒
に
な
っ
て
笑
う
こ
と
で
、自
然
と
ラ
フ

タ
ー
ヨ
ガ
を
体
験
で
き
る
つ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
笑
い
地
蔵
』に
会
え
る
場
所

　
お
話
の
舞
台
で
あ
る
熊
野
古
道
の
麓
に
、実
際
に『
笑

い
地
蔵
』を
つ
く
る
の
が
私
の
夢
で
す
。

　
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
は
、日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
的
な
コ

ン
テ
ン
ツ
で
す
。„
笑
い
“
と
い
う
共
通
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
世
界
中
の
人
に『
笑
い
地
蔵
』の
お

話
が
広
ま
れ
ば
、そ
れ
が
き
っ
か
け
で
多
く
の
方
が
観

光
に
訪
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
の
際
、訪
れ
た
方
が
笑

顔
に
な
る
よ
う
な『
笑
い
地
蔵
』の
実
物
が
あ
れ
ば
、素

敵
で
す
よ
ね
。

生
活
の
中
に
„
笑
い
“
を

　
楽
し
い
時
も
、悲
し
い
時
も
、「
毎
日
笑
っ
て
生
き
よ

う
。」と
思
う
だ
け
で
気
持
ち
が
明
る
い
方
向
へ
と
変
わ

り
、日
々
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共

に
、今
後
も
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
を
広
め
る
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。

　『
笑
い
地
蔵
』の
紙
芝
居
は
、学
校
や
福
祉
施
設
に
無

料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
右
記
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。心
と
体
が
温
ま
る
紙
芝
居
を
、ぜ
ひ

一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
と
は
、イ
ン
ド
発
祥
の
笑
い
と
深
呼
吸

を
組
み
合
わ
せ
た
体
操
で
、笑
う
こ
と
で
多
く
の
酸
素
を

体
に
取
り
入
れ
、心
身
共
に
健
康
へ
と
導
く
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　
今
回
は
、N
P
O
法
人
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
指

導
者
と
し
て
県
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
藤
島
壽
子
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

紙
芝
居
を
通
し
て
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
を
体
験

　
私
が
所
属
す
る
同
法
人
和
歌
山
支
部
は
、現
在
約
20
人

程
度
で
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
を
広
め
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。人
と
人
と
の
接
触
が
制
限
さ
れ
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、„
笑
う
“
こ
と
の
大
切
さ
を
再
確
認
、よ
り
一
層
活

動
に
励
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、こ
の
度
、よ
り
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
ラ
フ
タ

ー
ヨ
ガ
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
、紙
芝
居
を
制
作
し
ま

し
た
。ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
を
募
り
、多
く

の
ご
支
援
を
得
て
紙
芝
居『
笑
い
地
蔵
』が
完
成
。私
が
原

作
を
担
当
し
、「
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
」な
ど
で
有
名
な

杉
井
ギ
サ
ブ
ロ
ー
さ
ん
に
作
画
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
紙
芝
居
は
高
野
・
熊
野
を
舞
台
に
、主
役
の
地
蔵
の
他
、

ウ
サ
ギ
や
キ
ツ
ネ
と
い
っ
た
森
の
動
物
た
ち
が
声
を
合
わ

せ
て
笑
う
場
面
が
た
く
さ
ん
あ
り
、聞
き
手
の
方
は
彼
ら

　このコーナーでは地域のふくしを支え

る宝物（人・物・笑顔）を紹介します。
トレジャー

笑い地蔵で
みんなを笑顔に

住 所
T E L

：和歌山市太田2丁目8番21
：090ｰ2359ｰ7921

NPO法人ラフターヨガ・ジャパン

藤島　壽子さん
ふじしま ひさ  こ

地域の宝物見つけた!!

～「ふくし」は「 ふ だんの く らしの し あわせ」～

令
和
４
年
度

助
成
申
請
の
ご
案
内 

info@akaihane-wakayama.or.jpメール https://www.akaihane-wakayama.or.jp/Ｈ Ｐ

社会福祉法人
和歌山県共同募金会
〒640-8319
和歌山市手平２丁目１-２
県民交流プラザ
和歌山ビッグ愛７階
ＴＥＬ：073-435-5231
ＦＡＸ：073-435-5232

お問合せ先 　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、県
内
の
福
祉

施
設
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
や
、地
域

福
祉
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
団
体
を
支

援
す
る
た
め
、令
和
5
年
度
に
実
施
す
る

社
会
福
祉
及
び
更
生
保
護
に
係
る
事
業
を

対
象
と
し
た
助
成
の
申
請
を
受
付
け
し
ま

す
。

■
助
成
テ
ー
マ

　
●
子
ど
も
の
支
援

　
●
安
心
・
安
全
へ
の
支
援

　
●
障
が
い
者
の
支
援

　
●
孤
立
の
防
止
支
援
な
ど

■
助
成
対
象

　
●
社
会
福
祉
法
人

　
●
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
●
そ
の
他
地
域
福
祉
活
動
や
、更
生
保

護
事
業
を
実
施
す
る
団
体
な
ど

■
申
請
先

　

　
和
歌
山
県
共
同
募
金
会

◆
申
請
受
付
期
間

　
令
和
4
年
8
月
1
日
㈪
〜
9
月
30
日
㈮

　
当
日
消
印
有
効

詳
細
は
、ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

※

助
成
先
は
、緊
急
性
・
必
要
性
を
考
慮
し

決
定
い
た
し
ま
す
。

共
同
募
金
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
令
和
4
年
7
月
本
会
に
和
歌
山
大

学
教
育
学
部
付
属
中
学
校
か
ら
4
名
の

方
が
授
業
の
一
環
と
し
て
共
同
募
金
会

に
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

学
習
を
す
る
中
で
、「
飢
餓
」に
つ
い
て

調
べ
て
い
て「
募
金
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
に
着
目
。そ
れ
で
本
会
に
来
て
下
さ

っ
た
と
の
こ
と
。事
前
に
色
々
な
質
問

を
準
備
し
て
、と
て
も
熱
心
に
話
を
聞

い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

自
ら
課
題
を
見
つ
け
、自
ら
学
び
、自
ら

考
え
、主
体
的
に
判
断
し
て
、問
題
を
解

決
で
き
る
力
を
育
む
た
め
の
取
組
だ
そ

う
で
す
。共
同
募
金
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実

現
に
向
け
て
数
多
く
の
項
目
で
支
援
を

さ
せ
て
頂
い
て
い
る
こ
と
を
お
話
し
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。共
同
募
金
に「
関

心
」を
持
っ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！

す
ぎ 

い

・ 苦情解決のツボ
・ 令和4年度ふれあい作品展作品募集のご案内
・ 社協が行う相談支援
・ 地域福祉活動紹介　九度山町社会福祉協議会
・ 情報案内コーナー

4

5
6

・ 情報案内コーナー
・ 　　　　　 トレジャー
・ 赤い羽根共同募金
ふ く し

7
8

県社協SNS


